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（1）

　
前
回
に
引
き
続
き
、
東
林
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の

会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
東
林
間
駅
周
辺
に
は
た
く
さ
ん
の
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
、
ま
た
上
鶴
間
に
は
急
勾
配
な
坂
道

が
多
い
た
め
、
以
前
か
ら
そ
の
地
区
に
住
む
高

齢
者
の
方
か
ら
『
足
腰
が
弱
り
、
ご
み
捨
て
や

買
い
物
を
す
る
際
の
昇
り
降
り
が
大
変
で
困
っ

て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
い
た
い
』
な

ど
の
お
声
を
受
け
、
令
和
元
年
10
月
、
地
域
の

有
志
の
方
々
が
集
ま
り
「
東
林
フ
レ
ン

ド
リ
ー
の
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
ス
タ
ッ
フ
８
名
で
、
４
名

の
方
々
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
会
は
相
模
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

や
東
林
第
１
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
も
連
携
し
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
当
会
の

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
方
の
依
頼
で
の
支

援
、
電
球
交
換
な
ど
日
常
生
活
で
ち
ょ

こ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
へ
の
サ
ポ
ー
ト

の
二
本
立
て
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
週
３
回
の
ゴ
ミ
出
し
の
サ
ポ
ー
ト
に

入
っ
て
い
る
方
の
中
に
は
自
宅
玄
関
先

に
出
て
い
た
ゴ
ミ
袋
に
ス
タ
ッ
フ
へ
向

け
て
お
礼
の
手
紙
を
貼
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

中
々
お
会
い
す
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
「
温
か
い
声
」

に
ス
タ
ッ
フ
も
元
気
を
頂
き
活

動
の
励
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
早
朝
の
ゴ
ミ
出
し

や
買
い
物
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
が

メ
イ
ン
で
す
が
、
今
後
は
他
の

依
頼
に
も
対
応
し
て
い
く
予
定

で
す
。
た
だ
サ
ポ
ー
ト
活
動
が

ス
タ
ッ
フ
の
日
常
に
負
担
と

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
だ
と
、
会

と
し
て
の
活
動
の
継
続
が
困
難

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
今
後
も
シ
ニ
ア
の
サ
ポ
ー
ト

活
動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

も
無
理
は
せ
ず
、
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
る
人
、
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

人
の
両
者
が
こ
の
地
域
で
過
ご

せ
て
良
か
っ
た
と
人
と
人
と
の

繋
が
り
を
感
じ
て
も
ら
え
る
活

動
の
一
助
と
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
目
標
に
、
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
い
方

や
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
興
味
、

活
動
を
し
た
い
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
東
林
第
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

【
電

話
０
４
２
－
７
４
０
－
７ 

７
０
８
】
ま
で
ご
連
絡
お
願
い

し
ま
す
。

 （
写
真
＝
鈴
木
貞
、
文
＝
樋
口
）

私たちは、相模原市が推進する「シニアサ
ポート活動」で介護予防を目的として設立
された有償ボランティアグループです。

寄せられたたくさんの温かいお手紙

40
段
上
の
ゴ
ミ
集
積
場
へ

感
謝
の
お
手
紙
も
…

今
後
の
活
動
に
向
け
て

サポート活動

東林
フレンドリーの会

地域の力で

ホームページアドレス　http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/chikushakyo/tourin/index.html

俳句の季節 庭先の つくし顔だす 春の音　（相南・富田）
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相
南
１
丁
目
に
お
住
ま
い
の
Ａ
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
自
分
の
老
い
先
を
考
え
て
、
近
い
将
来
は
特

養
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
に
入
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
だ
が
、
ど
う
し
た
ら
入

れ
る
の
か
、
ま
た
誰
に
聞
い
た
ら
い
い
の
か
分
ら
ず
、
思
い
き
っ
て
公
民
館
近
く
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
尋
ね
ま
し
た
。そ
こ
で
対
応
し
て
く
れ
た
係
の
方
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は
何
か
、

そ
し
て
入
所
出
来
る
基
準
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
と
て
も
親
切
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
の
違
い
は
、
特

養
は
社
会
福
祉
法
人
や
自
治
体
が
運
営

す
る
「
公
的
施
設
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
主
に
民
間
企
業
が

運
営
す
る
「
民
間
施
設
」
で
す
。
特
養

ホ
ー
ム
の
１
か
月
の
費
用
は
概
ね
６
万

～
17
万
円
位
で
す
。

入
所
の
対
象
者
は

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
、
原
則
特
養
へ

の
新
規
入
所
者
を
要
介
護
３
以
上
の
高

齢
者
に
限
定
し
、
在
宅
で
の
生
活
が
困

難
な
中
程
度
の
要
介
護
者
を
支
え
る
施

設
と
し
て
の
機
能
に
重
点
化
し
て
い
ま

す
。
他
方
で
、
要
介
護
１
・
２
の
方
に

つ
い
て
も
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
、
特
養
以
外
で
の
生
活
が
困
難
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
、
市
町
村

の
適
切
な
関
与
の
も
と
、
特
例
的
に
入

所
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

申
し
込
み
方
法
は

　
施
設
へ
の
入
所
申
し
込
み
は
、
優
先

的
な
入
所
を
判
定
す
る
際
に
勘
案
す
る

項
目
を
盛
り
込
ん
だ
標
準
申
込
書
に
よ

り
行
い
ま
す
。

　
入
所
申
込
書
は
各
施
設
に
提
出
す
る

特
養
ホ
ー
ム
と
は

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
介
護
老
人

福
祉
施
設
）
と
は
、
常
時
介
護
を
必
要

と
し
、
在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
高
齢

者
に
対
し
て
生
活
全
般
の
介
護
を
提
供

す
る
施
設
で
す
。
略
し
て
「
特
養
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
特
養
で
は
、
入

浴
、
排
泄
、
食
事
な
ど
の
介
護
、
そ
の

他
の
日
常
生
活
の
支
援
、
機
能
訓
練
、

健
康
管
理
及
び
療
養
上
の
世
話
を
行
い

ま
す
。

こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
に
原
則
と
し
て

入
所
希
望
者
及
び
そ
の
家
族
等
が
、
施

設
職
員
か
ら
入
所
希
望
者
の
心
身
の
状

況
や
病
歴
等
、
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
、
入
所
対
象
者
、
入
所
の
必
要
性
を

評
価
す
る
基
準
、
退
所
基
準
等
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
、入
所
申
込
書
の「
説

明
確
認
欄
」
に
署
名
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

順
位
の
評
価
基
準
は

　
施
設
は
、
入
所
申
込
者
全
員
に
つ
い

て
次
の
４
項
目
を
点
数
化
し
、
合
計
点

数
の
高
い
順
に
優
先
順
位
を
決
定
し
、

入
所
判
定
会
議
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
ア
）
要
介
護
度
（
イ
）
介
護
状

況
（
ウ
）
市
内
居
住
者
（
本
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
方
）（
エ
）
特
記
事
項
。

ア
～
エ
の
合
計
点
数
が
同
じ
方
に
つ
い

て
は
年
齢
を
重
視
し
、
年
齢
の
高
い
順

と
な
り
ま
す
。

　〈
相
模
原
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
退
所
指
針
よ
り
〉

そ
の
他

　
特
養
は
複
数
個
所
へ
の
待
機
申
し
込

み
が
可
能
で
す
。
本
命
の
施
設
を
別
の

施
設
に
入
所
し
な
が
ら
待
機
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
令
和
２
年
10
月
１
日
時
点
の
入
所
待

機
者
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
市
内
合
計
入
所
定
員
＝
３
１
８
５
人

　
待
機
者
＝
２
５
６
人
　
南
区
入
所
定

員
＝
１
６
５
８
人
　
待
機
者
＝
１
１
７

人
。
半
年
間
の
退
所
者
（
市
内
合
計
）

５
０
４
人
。
入
所
者
３
９
２
人
で
あ
る

た
め
、
概
ね
１
年
以
内
で
入
所
で
き
る

状
況
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
東
林
第
１
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
０
４
２
－
７
４
０
－

７
７
０
８
）、
東
林
第
２
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
０
４
２
－
７
０
５
－

８
２
７
８
）
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

※
東
林
ふ
く
し
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
高

齢
者
問
題
を
と
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
で
の

お
し
ゃ
べ
り
の

ひ
と
と
き

（�

肖
像
権
に
配
慮
し
て�

ぼ
か
し
て
あ
り
ま
す
）

地域包括支援センター
に聞きました

特養ホームに
入るには ̶̶ ̶
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　「
東
林
間
自
治
会
の
防
災
訓
練
」
が

10
月
３
日
（
日
）
に
松
陰
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
使
用
し
て
放
水

訓
練
と
災
害
時
要
援
護
者
（
災
害
時
に

自
力
で
は
避
難
の
困
難
な
人
、高
齢
者
、

障
が
い
者
や
妊
婦
の
方
な
ど
）
を
想
定

し
た
車
イ
ス
を
活
用
し
て
、
自
治
会
と

し
て
初
め
て
開
催
す
る
避
難
誘
導
訓
練

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
大
き
な
自
然
災
害
は
、
い
つ
来
る
か

判
り
ま
せ
ん
が
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
３
つ
の
助
が
大
切
で
す
。

　
東
林
間
１
丁
目
の
松
陰
公
園
内
に
防

災
倉
庫
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
倉

庫
に
保
管
し
て
あ
る
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

車
イ
ス
で
の
初
避
難
訓
練

を
使
用
し
て
、
近
く
の
道
路
に
設
置
さ

れ
て
い
る
消
火
栓
に
繋
ぎ
、
コ
ッ
ク
を

開
け
て
の
放
水
訓
練
で
す
。

　
訓
練
内
容
は
、
道
路
の
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
を
開
け
て
①
消
火
栓
の
開
閉
方
法
②

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
設
置
方
法
③
ホ
ー

ス
の
延
長
と
管
そ
う
接
続
（
消
防
用
接

続
器
具
）
④
伝
令
方
法
と
放
水
訓
練
⑤

車
イ
ス
（
９
台
）
で
の
避
難
誘
導
方
法

で
す
。

　
参
加
者
数
は
、
自
治
会
役
員
18
名
、

自
治
会
会
員
42
名
、
社
協
１
名
、
東
林

男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６
名
、
消
防
関
係

者
６
名
の
計
73
名
で
し
た
。

　
訓
練
の
前
半
は
、
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

を
火
点
に
向
け
て

栓
を
開
き
放
水
す

る
。
こ
の
時
パ
イ

プ
に
放
水
開
始
時

の
反
動
力
シ
ョ
ッ

ク
が
出
る
の
で
、

一
瞬
の
固
定
維
持

が
大
切
と
感
じ
ま

し
た
。
放
水
作
業

は
消
防
署
の
方
の
指
導
の
も
と
、
２
人

１
組
で
約
50
名
以
上
の
方
が
訓
練
に
挑

み
、
火
点
に
放
水
が
当
っ
た
時
、
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
後
半
は
車
イ
ス
の
運
転
操
作
で
す
。

東
林
間
自
治
会
の
各
防
災
倉
庫
に
置
い

て
あ
る
車
イ
ス
（
計
９
台
）
を
使
用
し

て
訓
練
に
活
用
。
車
イ
ス
操
作
は
１
組

２
名
。
車
イ
ス
操
作
の
ガ
イ
ド
も
１
組

２
名
の
４
名
で
チ
ー
ム
対
応
し
ま
し

た
。

　
車
イ
ス
に
関
し
て
は
、
東
林
男
ボ
ラ

の
中
山
会
長
か
ら
①
車
イ
ス
の
開
閉
方

法
②
操
作
方
法
・
介
助
方
法
の
丁
寧
な

説
明
を
聞
き
、
そ
の
後
、
約
30
分
程
度
、

車
イ
ス
で
の
操
作
方
法
③
段
差
の
乗
越

え
方
④
で
こ
ぼ
こ
道
（
凸
凹
道
）
で
の

操
作
⑤
坂
道
（
上
り
・
下
り
）
で
の
操

作
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
小
田
急
江
ノ
島
線
の
踏
切
の
遮
断
機

坂
道
で
の
車
イ
ス
操
作
と

状
況
説
明
で
安
心
向
上

が
下
り
て
い
て
渡
れ
な
い
緊
急
状
況
を

想
定
。
線
路
下
を
通
る
大
野
南
立
体
交

差
側
道
の
ス
ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
の
訓

練
で
し
た
。
上
段
差
が
あ
る
場
合
は
介

助
ブ
レ
ー
キ
を
握
っ
て
前
輪
の
キ
ャ
ス

タ
ー
を
ゆ
っ
く
り
上
げ
る
。
下
段
差
の

場
合
は
ゆ
っ
く
り
下
げ
る
な
ど
の
細
か

い
操
作
と
、
更
に
車
イ
ス
に
乗
っ
て
い

る
方
の
安
心
確
保
の
た
め
、
操
作
前
に

介
助
者
が
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。

　
下
り
坂
道
を
操
作
す
る
場
合
は
、
同

乗
者
の
声
を
聴
い
て
低
速
で
移
動
す

る
。
急
な
下
り
坂
道
で
は
前
進
操
作
で

は
な
く
後
進
操
作
（
バ
ッ
ク
）
運
転
し

ま
す
。
こ
の
時
に
は
ハ
ン
ド
ル
を
操
作

す
る
方
は
、
後
が
見
え
難
い
の
で
パ
ー

ト
ナ
ー
の
方
が
操
作
指
示
を
行
う
こ
と

の
重
要
性
を
知
り
、「
丁
寧
な
状
況
説

明
に
安
心
感
が
得
ら
れ
ま
し
た
」
と
い

う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
今
回
の
災
害
時

の
防
災
避
難
訓
練
で
安
全
・
安
心
の
自

助
・
共
助
の
大
切
を
充
分
に
体
験
で
き

ま
し
た
。

 

（
写
真
＝
長
岡
、
文
＝
鈴
木
貞
）

火点を狙っての放水訓練

男ボラの指示で下り坂道を
車イス操作で無事に通過　

立体交差側道の凸凹道あり
通過訓練の難しさを体験　

東林間自治会での
防災訓練
自助・共助で

放水訓練・車イスでの
避難誘導訓練
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東
林
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
に
質
の
良
い
本
を
沢
山
読

ん
で
も
ら
お
う
と
、
本
購
入
費
の
助
成

と
併
せ
て
推
せ
ん
図
書
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
図
書
助
成
金
額

は
１
施
設
１
万
５
千
円
ま

で
。
今
年
度
の
対
象
施
設
は

東
林
地
区
内
の
児
童
館
２
か
所
、
児
童

ク
ラ
ブ
２
か
所
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の

計
５
か
所
。
一
方
「
社
協
子
ど
も
若
者

福
祉
部
会
会
員
」
か
ら
図
書
の
推
せ
ん

を
求
め
、
11
団
体
か
ら
26
冊
の
応
募
を

受
け
付
け
ま
し
た
。
推
せ
ん
図
書
の
寄

贈
事
業
は
今
回
が
初
。
子
ど
も
た
ち
に

大
い
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
寄
贈
に
当
た
っ
て
は
、
な

ぜ
こ
の
本
を
推
せ
ん
す
る
の
か
、
ま
た

お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
こ
の
本
に
関
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
、
子
ど
も
た
ち

に
理
解
で
き
る
内
容
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
＝

写
真
＝
と
併
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
が
大
好
評
で
し
た
。

　「
本
を
読
む
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

分
る
し
、
自
分
が
賢
く
な
っ
た
思
い
が

す
る
」
は
、
子
ど
も
た
ち
の
声
。

　
な
お
、
募
集
に
つ
い
て
は
予
算
の
関

係
上
、
長
編
の
シ
リ
ー
ズ
や
高
額
な
本

の
推
せ
ん
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

送
ら
れ
て
き
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

東林地区社協情報東林地区社協情報

　皆様からお寄せいただいたご寄付・募金は、身近な地域
でいきいきと暮らすための支え合い活動に活用させていた
だきます。
　東林地区社会福祉協議会では、子育て世代から高齢者ま
でが参加する居場所の運営や、福祉啓発講座・中学生に防
災を伝える教室の開催、地区内で取り組む福祉活動への助
成等に取り組んでいます。
　今後とも皆様の温かいご支援をよろしくお願い申し上げ
ます。
令和3年度　共同募金
●赤い羽根共同募金運動………………… 1,985,119円
●年末たすけあい募金運動………………… 871,636円
　※ 街頭募金は新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み中止とな

りました。

賛助会費募集結果
●令和3年度実績額 ……………………… 1,557,389円
ご 寄 付
●個人1名 ……………………………………… 1,000円

ご協力ありがとうございました

�

絵
て
が
み
　
北
山
　
稔

子育てのお手伝いをしてほしい人、お手伝いをしたい人、
お気軽にお問い合わせください

会員募集相模原市
ファミリー・サポート・センター

開設時間：平日 午前８時30分～午後７時
電　　話：042‒730‒3885
メ ー ル：famisapo@sagamiharashishakyo.or.jp

お役立ち情報お役立ち情報

図
書
購
入
費
の
助
成
と

推
せ
ん
図
書
の
募
集


